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盾李料一亜痢綾系准異原生成に対^ゐ反応抑制物質の検索
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目的煮者らは，数耳i崩より食品相互の反応1こよゐ夜異原生隨に関-^ ゐ研屹訓Ti，てきて

おり，昨年の木大合乙は胡槻と亜硝酸皿応物に.強ﾚ,夜異原雌坑認めう帆ゐごとき報告した

・tの後，一旬･こ硬用量の＆い香年斜類･こつい乙も亜硝酸反(it, きi行，tzところ. ナッy ｸﾞ

ほか教種の香卒料卿屯物に，活栓乙姫わ，こlitこついて･3日Å環竜変異原学会忿報告し乙い

む・このJi うに･，食勿系乙共右-^ ゐ司'貪b畦の考んうれゐ両名の反iむ物に£引し系6:応‘乙り

ゐとはい尤強い貧異原性鰐認めら帆だ,ことは注目こぷ.ゐ．そこ.乙木報告石は．これらの＆

屯吹jt^寸る種？の食品戌ヵによ，乙知釧，5 とia防除さ貳ゐ可能雌について峻討1i ゐぶ

乙2- g 白りとしている．

方蔵　香辛料一亜硝酸反応とp H 3l5. ^°C . iO時間石行うme. 喰物系石共存し乙くる可

免政乙むつ雌，アミノ酸，ビタミン．抗醵化姓物噴乙はb の，野菜柏のジュ- ス£添加し

て良心さt!.反応勿の寿祁肺出物しついてT A略,丁' A/叩の両眼＆明り乙/Ames 試眼法に

より食異農雌.£しらべ，素加による抑制如架＆雇討し包．

剱果　銅搬一亜痢駿s.良に.よゐ変饗原生成にI3 . T ス＝ロレビシ酸．シスう･イン献抑制如是

とも-7 こと.l3啄薦簡単に述・＼-ヒボ，このT ベコ|レにン酸．シスf インla ヤソズブ≒于'J｀'

ツ/V－などの安貸原生沢反応,も都制-*ゐこ，乙瓜認め･ﾓ)＼lflTz,。a-も枕雌む|生tもつレコフェ

a - inこ,強．^iti

わり油およびI- リ>ト7 r 丿I-も抑制傾向むり)，た．しかし. 焔類こは全く抑判畑呆は認

めう収なか，fc，野棄ジュース頬の添加効果てa - 教廉のも,o)･こ効泉吠範めう貳巴．

A 85 U う油<≫加熱1-.よ')生戎するﾐ鳥兜t'

山陽学釦狸入　・大下市子・村15] 如子

　目的　常明奎ゐ中・,斐贋原物質・トス,クりーz. ング石j <^-活楯抑制物質･ 抑制灸件I I フ

で･i 多< 探免-f ゐこk ＆目的いｉいろ^^･．it I -x日本人の食亘活，りいヽiヽヵ，わ') ＆袴

，T い4調味料・＼ i う油f. a 常調理条件下におm突然史具象活性の消長l 比軟ま財ヽ

トr J 卜．前回iJ琵晟ｶﾛ鶴処理既く) ，り･）± ^ヽすろTfl.r 咸｀分溥発柱＆か）りフレーi＼ シ

フト型央然変責活性K 関1 ■?．サルモネラ＆TAIi株べ。T /f りi a 銘憂I 報告I 尺．

　今回肩唄理a# k 刹用，)h ≪ h う油,a 低温に熱処理ぼ,幻場冶ヽも今いのrバoo'c 遠辺v

・･低・S。熟処,理生々物のt翼原冷杜it つぃて得られμ結果,i報告する．

　才法　支異原活性り

る弄帰爽気支茸i製i怜標k I r.. 試ヽ料め力・熟'i a 常ill理灸件りT り，艮.生^す^拝^

泰if) ･I .ホイ1レトラ-/ 7* 濤T- 収業し17MS0 1-.i^卜解I . 疹'S物It 水I-, >各解I T 珊i. rこ．

　結集　r｀X T -ア)l ,^焼きmi. おi v-'加圧.条ヽ件r低:S.1iu珍処fS. it､るJ I ≪■々 ‥揮発分画

t 残｀^糸a, にっI. T i * * 活栓芝比畝I r-1こう.いTin i 夕it's分＆r TA IOC株に代謝li栓

化j必f. k I な．塩基置換型・,支異蚤物質お゛t為ヽす'≪ ；t ，^'t足あらin ft. r ステーアルｒ

の加熱熱理では檀徐に求卒J・↓散，培暁条坪に移行了る．こ*場奈に.j拝廃性TiiLr ^■分心

かn練n おいX 諏い７レーA ･フトf.・ ':

V うt. r ステープル加熱てっ3 , 処理時関り経jk,,こk もV ‥T≪.r 爽參*・丁抑o絲iいドいT 代

謝渚佐化I 必要i I フ‥変異豪憧活性おヽＭヽあられ. 残留分までn 抑制7 Jに>. だ, これら

If.・ikヽ物質I-- -> ， いI I r-検ヽ討I 執゛み報告する.


